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乳幼児のおむつ使用の実態と今日的課題
竹下 友子１，甲斐今日子２
The Actual Situation of the Diaper Use of Infants and a Contemporary Problem
Tomoko TAKESHITA, Kyoko KAI
要 旨
「育児用品の代表的なもの」としておむつが挙げられる。おむつは生後すぐに必要になるが，従来
使用してきた布おむつから近年急激に紙おむつへと移行し，それに伴い，乳幼児の発達や環境問題な
どが議論されている。そこで，本研究では乳幼児のおむつ使用の実態を把握し，衛生面，経済面，環
境面からおむつについて検討することを目的とし，おむつ使用の実態を調査し，問題点を明確にする。
また，１９８８年，１９９２年のおむつに関する実態調査研究との比較を行うものとする。
調査対象は乳幼児の保護者である。調査方法は自記式質問紙法とし，保育所・保育園・児童センター
等に依頼し後日回収または郵送による回収とした。調査内容は，基本的属性 おむつの使用状況
おむつに対する意見・不満・要望 環境問題に関する保護者の意識とした。
その結果，１９８８年及び１９９２年の調査研究では紙おむつと布おむつの併用が６割を超えていたが，本
報では紙おむつのみの使用が８６．０％と最も多かった。おむつの交換では，紙おむつのみの使用者は時
間での交換であった。また，紙おむつが子どもにとって良いものであって欲しいと思いながらも低価
格のおむつを求め続け，ゴミの増大につながると考えながらも外出先で処理したいというように，考
え方が矛盾する一面も明らかとなった。
１．はじめに
「育児用品の代表的なもの」として，おむつが
挙げられる。おむつは生後すぐに必要となるが，
古くから使用されてきた布おむつが近年急激に紙
おむつへと移行してきた。それに伴ない，乳幼児
の皮膚のトラブルやおむつ離れの遅れ等が問題化
している。また，おむつは育児の必需品であるが，
地球環境の悪化が社会問題となり，家庭からの廃
棄物の増加や内容の変化も問題視され，使用後の
おむつの処理も考えなければならない。
１９９７年，福井等１）は「母親は，紙おむつと布お
むつを自由に選択し使用している。しかし，これ
らは母親の立場からみた，おむつの使い方であ
り，言葉では意志を適切に表現できない乳幼児の
立場からみた，真に快適なおむつについて検討す
る必要があると考える。」とし，子どもの側に立っ
たおむつの使い方を考えなければならないと述べ
ている。２００４年の申等２）の研究では，韓国におい
ては紙おむつの使用者が１０年前の１９９４年より約４
倍増えていることが明らかとなっている。
そこで，乳幼児用おむつ使用の実態を把握し，
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衛生面，経済面，環境面からおむつについて検討
することを目的とし，おむつの使用実態を調査す
ることとした。その中で，１９８８年，１９９２年のおむ
つに関する実態調査研究３）４）との比較を行うものと
する。
２．おむつ使用の意識調査
１）方法
調査対象は佐賀，鹿児島在住の乳幼児の保護者
である。調査方法は自記式質問紙法とし，保育所・
保育園・児童センター・公民館等に依頼し，後日
回収または郵送による返却とした。
調査時期は２００９年２月～５月であり，有効回答
数は５３６であり，回収率は６４．８％であった。
調査内容は，基本的属性 おむつの使用状
況 おむつに対する意見・不満・要望 環境
問題に関する保護者の意識とした。
集計および統計的検定には統計解析ツール
SPSS１６．０を用い，クロス集計の有意差検定には χ２
検定を用いた。
２）結果及び考察
 基本属性
回答者は，女性が９６．６％，年齢は３０歳代が最も
多かった。また，職業はフルタイム勤務が４５．７％
と最も多く，次にパートタイム勤務，専業主婦と
なっている。家族構成は，核家族が７４．８％であっ
た。調査対象の乳幼児の月齢は，１～２歳未満と
２歳以上がそれぞれ４０．６％であった（表１～７）。
調査対象の乳幼児の月齢は，１～２歳未満と２
歳以上で全体の８割を超える。店頭で販売されて
いるおむつのサイズも年々大きくなり，乳幼児の
おむつ使用の高年齢化が指摘されているが，１９８９
年，１９９２年との過去の実態調査と比較してもそれ
は明らかである。
 おむつの使用状況
使用おむつの種類は，紙おむつのみの使用者が
８５．８％，布おむつと紙おむつとの併用の使用者は
１１．８％であった。布おむつのみの使用者は僅か５
表１ 回答者の性別
性 別 人数（％）
女 性 ５１８（９６．６）
男 性 ８（ １．５）
無回答 １０（ １．９）
合 計 ５３６（１００．０）
表２ 回答者の年齢
年 齢 人数（％）
２４歳以下 ４９（ ９．２）
２５～２９歳 １３９（２６．０）
３０～３４歳 １９１（３５．６）
３５歳以上 １５７（２９．２）
合 計 ５３６（１００．０）
表３ 回答者の職業
職 業 人数（％）
専業主婦 ４９（ ９．１）
フルタイム勤務 ２４６（４５．９）
パートタイム勤務 １７４（３２．５）
自営業 ３２（ ６．０）
農業・漁業 ２０（ ３．７）
その他 １５（ ２．８）
合 計 ５３６（１００．０）
表４ 回答者の家族構成
家 族 構 成 人数（％）
核 家 族 ４０１（７４．８）
拡 大 家 族 １１４（２１．１）
そ の 他 ２１（１４．１）
合 計 ５３６（１００．０）
表５ 回答者の子の月齢
年 齢 人数（％）
０～５か月 ６０（１１．２）
６～１１か月 ２１８（４０．６）
１～２歳未満 ２１８（４０．６）
２ 歳 以 上 ４０（ ７．５）
合 計 ５３６（１００．０）
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名であった。１９９７年の福井等１）のおむつに対する
意識調査では，布おむつ使用者は全体の６％で
あった。また，２００４年の申等２）の紙おむつに対す
る実態調査研究では３％であり，年々布おむつの
みの使用者が減少していることが示されている。
今回の調査では布おむつのみの使用者は全体の
０．９％であったが，他のアンケート項目からも布
おむつの快適性や環境保護について積極的に考慮
して布おむつを使用していることが窺えたので比
較検討の対象とする（図１）。
まず，過去のデータと比較してみる。１９８８年と
１９９２年では，紙おむつのみの使用者が１８％から
３０．８％と増加し，布おむつと紙おむつとの併用の
使用者が７４．４％から６３．１％に減少している。１９９２
年と２００９年とを比較してみると，その増減はより
顕著である。紙おむつのみの使用者は８５．８％と急
増し，布おむつと紙おむつとの併用の使用者は
１１．８％と激減している。布おむつのみの使用者に
ついては，１９８８年は７．６％，１９９２年では６．１％だっ
たものが，２００９年では僅かに０．９％となっている
（図２）。また，ここで注目したいのは布おむつ
と紙おむつとの併用の使用者の割合である。２００９
年，今回の実態調査で激減していることが明らか
となった。２００８年ブライト・ウェイが運営する
子育て育児支援ポータルサイトによる意識調査５）
では，紙おむつ派が約９割となっている。その理
由は「洗濯しなくてよい」「出かける時に楽であ
る」「おむつ換えが楽である」となっている。コ
ンビニエンスストア，ガソリンスタンド，量販店
やドラッグストアなど，紙おむつはあらゆる所で
手軽に手に入る様になった。一方，布おむつ使用
者は，単価の高い形成おむつを購入する人が増加
の傾向があり，経済的な理由というより子どもの
快適性や環境保護に対する意識の高さの表われと
いえる。使用おむつと年代との間には有意差が認
められた。
次におむつの種類別交換回数である。布おむつ
のみの使用者では，交換の回数は８～１０回未満及
び１０回以上で交換するという人が高い割合を占め
ている。一方紙おむつのみの使用者と布おむつと
紙おむつとの併用者では，５～８回未満で交換を
するという人が高い割合を占めている。
使用おむつの種類と交換回数の間には有意差が
認められた。さらに，使用おむつの種類別に交換
表６ 回答者の居住県
居 住 地 人数（％）
佐 賀 県 ３９５（７３．７）
鹿児島県 １３４（２５．０）
そ の 他 ４（ ０．７）
無 回 答 ３（ ０．６）
合 計 ５３６（１００．０）
表７ 回答者の居住地域
居 住 地 人数（％） 居 住 地 人数（％）
佐 賀 市 ３５６（６６．４） 神 埼 市 １０（ １．８）
指 宿 市 ９４（１７．５） 鳥 栖 市 ５（ ０．９）
南九州市 ２６（ ４．９） 杵 島 ２（ ０．４）
小 城 市 ２５（ ４．７） そ の 他 １（ ０．２）
大 川 市 １４（ ２．６） 無 回 答 ３（ ０．６）
合 計 ５３６（１００．０）
図１ 使用おむつの種類
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の目安を示す（図３）。使用おむつの種類にかか
わらず「濡れたら交換する」が高い割合を占めて
いる。しかし，布おむつのみの使用者は交換の目
安が８～１０回及び１０回以上での交換が多かった
（図４）のに比べて，紙おむつのみの使用者では，
５～８回での交換と５回未満の交換が多く，ここ
で交換回数と交換の目安について矛盾することが
明らかとなった。すなわち，「濡れたら交換する」
としながらも，実際にはそれほどおむつ交換をし
ていない現状が推察できる。そこで，その他の項
目に注目してみると，紙おむつのみの使用者で
は，「２～３回分の尿が出ていたら」「ふくらみ具
合で」「かなり濡れたら」交換すると答えていた。
これらのことから，明らかに濡れたと判断でき
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図２ 使用おむつの種類 年代比較
図３ おむつ交換のめやす 図４ おむつの交換回数
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るほど濡れないと交換はしないということが推察
される。これでは，おむつの中が濡れたままにな
り，乳幼児の不快感や皮膚のトラブルにつながる
ものと考えられる。医師杉村氏６）は，乳幼児の尿
路感染と紙おむつの交換頻度の関係を指摘してい
る。紙おむつの性能が年々向上し，排尿しても装
用感が悪化しないため子どもが訴えず，おむつ交
換にあまり気をつかわなくなっている親がいるこ
とを指摘している。
おむつ選択の際の重視項目については，使用お
むつの種類に関係なく，「かぶれない」というこ
とがまず挙げられている。布おむつのみの使用者
と，布おむつと紙おむつとの併用の使用者では，
「通気性」「吸水性」，紙おむつのみの使用者と布
おむつと紙おむつの併用の使用者では，「価格」
「サイズ」「漏れない」ということを重視するこ
とが示された。すなわち，布おむつについては，
布の特性により選択し，紙おむつでは，サイズの
合った漏れないものをいかに安く購入できるかが
ポイントとなっている（図５）。
おむつかぶれについては全体の７７．６％がおむつ
かぶれを経験しており，紙おむつのみの使用者で
はその内３１．９％の人が病院での治療を受診してい
た（図６）。
おむつかぶれは，高温多湿状態のおむつ内で皮
膚がふやけ，さらに排泄物との反応で起こるもの
や，おむつ自体の布や紙との摩擦により起こるも
の，細菌から起こるものがある。その予防は，皮
膚を乾燥状態にする，皮膚に刺激を与えない，清
潔に保つことである７）。皮膚に刺激を与えないた
めには，表面が滑らかで，化学物質の入っていな
い安全な素材を選択することが重要である。ま
た，皮膚を乾燥状態に保つ，あるいは清潔に保つ
ためには，排尿したらすぐに交換することが一番
の予防法であると言える。また，気候のよい時は
何もつけずに臀部を天日に当てることも必要であ
る。
漏れについては，全体の８３．５％の人が漏れた経
験がある（図７）。太もものゴムがゆるんでなく
とも，排泄物の量や状態，おむつをずらしてはめ
図５ おむつ選択の際の重視項目
図６ おむつかぶれ後の処置
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ると漏れてしまう。また，サイズが合っていない
場合も漏れやすい。
使用済みのおむつの処理については，使用おむ
つの種類にかかわらず「便を取り除いて捨ててい
る」という回答が最も多いことが明らかとなっ
た。しかし，紙おむつのみの使用者では，「便を
取り除かない」と答えた人も４２．０％である。その
他では「軟便の際は取り除けない」という答えが
多くみられた（図８）。紙おむつは，使用後燃え
るゴミとして排出され，焼却処理される。便を取
り除かずに排出するといった社会的マナーの低さ
は，ゴミ回収業者へ衛生上の問題を引き起こすこ
ともある。
おむつについては，まず「ゴミの増大」という
意見が多かった。布おむつのみの使用者と布おむ
つと紙おむつとの併用の使用者では，「子どもに
とって紙おむつが良いか気になる」「使い捨てに
抵抗がある」と答えた人の割合が高かった。紙お
むつのみの使用者では，「外出時捨てる場所に困
る」と答えた人の割合も高かった（図９）。紙お
むつのゴミ排出後の焼却処理は，ダイオキシンや
CO２排出の問題が発生する。使用後全てがゴミと
なり廃棄されるため，消費者側で環境負荷を減ら
すことは困難である。また，外出時捨てる場所に
困るという様に，自宅でゴミが増えるのを嫌が
り，公共施設や大型商店のゴミ箱へ投棄するとい
う社会性のない使用者もいる。
図７ 漏れの経験
図８ 漏れの対処法
図９ 紙おむつについての考え
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外国のおむつについては９２．２％の人が使ったこ
とがないと答えている（図１０）。
通信販売やインターネットの普及で外国の製品
も手軽に手に入るようになった。しかし，調査対
象の９割以上の人は外国のおむつについては使用
したことがないことが明らかとなった。また，使
用経験者もその使用頻度については，「時々」「旅
行の時のみ」の利用が最も多く，「安い」「かわい
い」等の理由で外国製を使用していることがわ
かった。メーカーへのこだわりは，「信頼性のあ
るメーカーで安いもの」こだわらない理由は，「安
いものを購入する」である（図１１，１２）。
 おむつに対する意見・不満・要望
おむつに対する意見・不満・要望を示す（表
８）。
布おむつのみの使用者については，子どもの快
適性について，紙おむつのみの使用者について
は，メーカーへの要望や環境問題，布おむつと紙
おむつの併用の使用者では，布おむつを使うか，
或いは紙おむつを使うかどちらにするかという葛
藤について，またそれぞれの良いところを使い分
けているということが窺える。
 環境問題について
環境問題について意識したことがあるかの問い
には全体の８２．０％があると答えている。使用おむ
つの種類別に比較しても大きな差は見られなかっ
た。環境保護への取り組みについても，使用おむ
つにかかわらず「個人で取り組んでいる」「地域
で取り組んでいる」「取り組んでいない」の順に
取り組みの割合は高かった。環境保護に取り組ん
だ人への具体的な内容では，「リサイクル参加」
「風呂の節約」「ゴミの分別」「エコバックの使
図１０ 外国製のおむつを使った経験の有無
図１２ メーカーにこだわる理由
図１１ 外国製おむつを使用する理由
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用」について多くの取り組みが見られた。布おむ
つのみの使用者では，環境配慮の洗剤やアクリル
タワシの利用の取り組みが多く見られ，おむつに
限らず，日常生活においても環境保護への関心が
高いことが明らかとなった（図１３）。
また，地域や団体で環境保護への取り組みにつ
いては，自由記述欄より次の様な回答を得た（表
９）。これらよりその取り組みは，職場，地域で
各々積極的に進められていることが示された。し
表８ おむつに対する意見・不満・要望
布おむつのみの使用者
・エコというより、布おむつは何より使ってみて子ども
が気持ちよさそうなので使っている。
紙おむつのみの使用者
・ゴミが増え、温暖化の原因になっていると思う。
・ゴミ出しの日まで臭いが気になる。
・柄をなくし、パッド式や、コンパクトにして価格を下
げて欲しい。
・衛生面が気になりながらも低価格なものにも手が出
る。
・メーカーにより価格やサイズが違う。
・パンツ式は横漏れしたり、丸めて捨てる時用のテープ
が外れたりする。
・紙おむつは高いので安売りの時まとめて買う。
・紙おむつごとトイレに流せたらと思う。おしりナップ
は流せるタイプがある。臭いも気になる。
・各社ともコンパクトで通気性も良くほとんど差がな
い。絵柄もかわいいものばかりである。
・一時、布おむつも使った事があるが、洗濯の手間や時
間がかかった。また、おむつかぶれをし、紙おむつに
変えた。
・紙を白くすることによる人体への悪影響があるという
記事を読んで少し心配ではある。（大人では紙ナプキ
ン使用で経血の増加や生理痛がひどくなることがある
らしい。布ナプキンで軽減した等。）
・フィット感やスリム感を目指しているものが多く、自
分でははきにくい。
・ゴムにまける。
・生後数か月は布おむつを使用したが、布の方がゴミが
増えずに良かった気がする。
布おむつと紙おむつの併用の使用者
・布おむつは経済的であるが、外出時や衛生面からは紙
おむつが便利だと思う。
・手間や洗濯は増え、水道代も増えるが、布おむつはと
ても良いと思う。
・高分子吸収体の体への影響が気になる。
・布おむつを洗濯する際、蛍光剤を使わなくなったらお
むつかぶれがなくなった。
・パンツ式のおむつカバーがあれば良いと思う。トレパ
ンではパンツ自体がぬれてしまう。
・テープとパンツ式の兼用できるものがあるといい。歩
くようになった子のパンツタイプはズボンとか、毎日
脱がすのが面倒である。かといってテープだとウエス
ト周りとか柔軟性が少ない。
・紙おむつ代がかかる。医療控除の対象にすべきであ
る。子どもが多いと紙おむつ代がかかる。児童手当代
だけでは足りない。
・プリント柄はいらないので安くして欲しい。
・テープ式はもう少し伸び縮みができれば良いと思う。
・１歳半～２歳位になるとテープをはずしたり、引き裂
いたりしての遊びが困る。
・紙おむつが上質になるのは良いが、紙おむつでおしっ
こをしてもおむつが濡れていることに、本人が認識で
きないので、おむつはずれが遅くなると思う。おむつ
を換える時、話かけながら交換し、気持ちもよくなっ
たことも分かり、０歳からこの様なやりとりをするの
もトイレトレーニングになり、とても良いと思う。
・紙おむつの種類が多く、どれが良いかわからない時が
ある。
図１３ 環境保護への取り組み 
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かしながら，その自由記述欄に「この質問の意図
がわからない」「おむつになぜ環境問題を聞くの
か」という記入もあった。紙おむつの利用者やそ
の処理の方法も考えると，紙おむつ使用がゴミの
増大につながること，すなわち，おむつ使用と環
境問題との関係に気付いていない回答者がいるこ
とが明らかとなった。
３）乳幼児のおむつをめぐる今日的課題
１９８０年代から女性が様々な専門分野で活躍する
様になり，１９８５年には男女雇用機会均等法が制定
された。また，この頃から日米摩擦，円高ドル安
の経済を背景とした産業構造の変化に伴い，第三
次産業に従事する人々が増加していった。情報産
業，サービス産業など女性の労働力を吸収する職
域がますます広がっていった。
年々女性の出産年齢も上昇し，おむつを使用し
ている子どもの年齢も上昇している。おむつは何
歳で外すのが良いのか，米国ではその様な論議も
盛んにされてきた８）。紙おむつ業界の思惑もあり，
結論は出ないままである。日本でも「おむつ外し」
を巡る議論について「おむつへの関心自体が新し
いこと」であると指摘している者もいる９）。
今回の実態調査では，使用おむつの種類は，紙
おむつのみの使用者が約９割であり，民間の調査
機関ブライトウェイ５）と同様の結果であること
が明らかとなった。おむつを使う期間は決まって
いる。少子化の影響で紙おむつ会社の方も顧客獲
得に必死だ。人気キャラクターの使用，テレビコ
マーシャルでの宣伝，産婦人科への無料配布な
ど，さまざまな方法で顧客を獲得してきた。
もともと日本は水資源が豊富であり，水質も洗
濯に適しているが，水資源があまり豊かではない
国では毎日おむつを何十枚も洗うことはできな
い。排泄については，股割れズボンを履き，道端
で排泄をさせることもある。日本でも明治時代以
前は子どもの数も多く９）１０）家事に時間がかかるた
め洗濯が困難であった。
洗濯がしにくいことは一方で良い結果をもたら
す。１歳頃からおむつを当てずにトレーニングを
始め，子どもはより早くおむつから解放されるこ
とになる。
おむつの交換については，複数の文献により紙
おむつの使用の増加と並行して，交換頻度は少な
くなっている９）１０）。また，経済的側面から見ても
頻繁には交換できない。紙おむつ使用中心時代の
おむつ交換は「ぬれたら交換する」ではなく，「時
間で交換する」「２～３回尿がたまったら交換す
る」ものとなっている。布おむつの場合，そのほ
とんどは子どもが泣いておむつの交換を周囲に知
らせ，親や養育者はおむつの交換をしていた。お
むつを開いて濡れていなければおまるに座らせ，
排泄を促し，自然とおむつ離れへと到達する。
おむつを選択する際にも，紙おむつの使用者か
らは飾りをなくし，低価格にして欲しいとの要望
があるほど，価格が気になることが実態調査で示
された。その一方で，布おむつのみの使用者は，
布の性質を気にしており，子どもが快適に過ごす
ことができるかどうかを考えている。
紙おむつは厚さ，大きさ以外の素材や構造はど
のメーカーのものも大きな相違点は見受けられな
い。高性能の紙おむつはそのために，おむつの交
換回数が減る。皮膚を乾燥した状態に保たなけれ
ばかぶれは生じる。また，かぶれなくても一度尿
表９ 環境保護への取り組み （自由記述）
・廃品、資源ごみの回収やごみ拾いをする。（自治会、
婦人会、子ども会）
・職場でごみ分別リサイクル運動、裏紙利用の取り組み
をしている。
・マイ箸、マイバッグ持参、コピーの再生紙利用、節水
器具をつけている。
・週２回のごみ出しを１回にまとめ、ごみ袋の使用を少
なくする。
・前向き駐車、閉店前１４分以外のネオン、テレビを消す。
・保育園でエコ活動に取り組んでもらう。（食べ残しを
しない、水を出しっぱなしにしないなど）子どものエ
コ意識が高まっている。
・グリーンコープに加入している。
・職場で ISO１４００１を取得し、電話、紙の無駄使いをし
ないように取り組んでいる。
・フリーマーケットの開催。
・ペットボトルの蓋やインクカートリッジを回収し、回
収場所に持って行く。
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を吸収した下着を再び身につけることは不快であ
る。
環境保護への取り組みは，「個人での取り組み」
また，「地域での取り組み」を併せると，約８割
の人が取り組んでいることが明らかとなった。し
かし，紙おむつの使用が，ゴミを増加させている
ことには気づいていない人もいる。紙おむつのゴ
ミ問題は，看過できない問題である。
日本のおむつ業界も開発が進んでいる。帝人は
廃棄処理を考慮し高分子ポリマーを使用しない
「ミクロバリアー R」を開発し，清水建設では「お
むつ型の新型全宇宙トイレ」の開発について５年
後を目指している。大牟田市では紙おむつのリサ
イクルも実現している１１）。さらに，２００８年１１月に
はおむつ交換の時期をパソコンでキャッチすると
いう記事が新聞に掲載された１２）。
インターネットや通信販売が注目されるように
なり，場所を選ばず，各地の名産品や話題の品が
手に入るようになった。乳幼児のおむつについて
も同様である。外国に目を向けてみると，ごみの
出にくい布おむつが浸透しつつある。色づかいも
カラフルで，多種多様なデザインで年代を問わず
魅力的に感じる。
イギリスでも「布おむつの復権」が急速に進ん
でいる。「紙おむつより環境や健康にやさしい」
という従来からの理由に加え，布おむつを安くす
ることや，よごれたおむつを回収して洗濯し，家
庭に配達するサービスの登場が人気回復につな
がっている１３）。少しずつではあるが，この社会の
中でも便利さと環境と社会情勢という要因で変化
していることは確かである。
本研究の「おむつに関する実態調査」において，
紙おむつの使用者は，布おむつと紙おむつの使用
の併用者を含めると全体の９７．６％であった。「今
日，紙おむつの使用者が９割を超えている」とい
うことがすでに明らかであるが１１）１２），ここで実証
されたことになる。
女性の就労者が１９９０年を境に，労働者の総人口
の４０％を越えた。高分子吸収体を使用した紙おむ
つが日本に上陸して以来，紙おむつは忙しい母親
にとって便利な育児品として広く知られるように
なると同時に，大手メーカーが，紙おむつに参入
し企業間の競争が始まった。１９８０年代の消費型経
済の発展がより拍車をかけ，紙おむつの使用率は
高まっていった。
総務省統計局調査１４）によると，１世帯当たりの
品目別支出金額で，紙おむつ代は２０００年～２００３年
までの４年間は約３０００円である。２００７年５月に民
間調査会社の調査によると，１か月の紙おむつの
購入金額は２０００～４０００円が最も多く，全体の４９．２
％，次いで４０００～６０００円が２８．９％であり，年々増
加傾向にある。
これまでの市場調査で，紙おむつは価格には差
があるもののその構造において，メーカー間の品
質の差はあまり見られないことが明らかとなっ
た。また，年々薄くコンパクトになっている。
「おむつに関する実態調査」で，紙おむつのみ
の使用者はおむつ交換において，「２～３回分の
尿が出ていたら交換する」「かなり濡れたら交換
する」「ふくらみ具合で交換する」と答えていた。
他の文献にも紙おむつの交換の目安について書か
れており，「時間で交換する」という事が実証さ
れた。紙おむつの性能は年々向上しているが，排
尿しても着用感が悪化せず子どもが強く訴えなく
なったためか，おむつの交換にあまり気をつかわ
なくなった親もいる。筑後市の杉村こどもクリ
ニック院長，杉村徹氏６）は，尿路感染症とおむつ
交換頻度との関係を指摘している。また，おむつ
使用後の処理についても問題である。今回の「お
むつ使用に関する意識調査」から，汚物を処理し
ないで捨てると答えた紙おむつのみの使用者もい
た。
意識調査や複数の文献により，紙おむつはもは
や１回の排尿でおむつ交換するものではなく時間
をきめての交換になっている。その基準は，ゴミ
問題，経済的な問題も含めてのことである。すな
わち，排尿後，ただちに交換すれば，布おむつの
方が乳幼児にとっては快適である。おむつは被服
である。おむつの条件として動きやすさや心身に
与える影響も大きいという指摘もある。国立佐賀
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病院では，おむつ交換を通して母子間のかかわり
が多く持てる様に布おむつを利用している。ま
た，排泄に関して早く周りの人に教えることがで
きるというねらいもある。同病院では，便利な世
の中だからこそ入院期間中だけでも，布おむつを
使用して目的にそえる様にということである。ま
た，佐賀市にある内野産婦人科の助産師である内
野氏は，「ぐずりが少なく，ウンチやおしっこを
教えるサインがわかる」という長所から長年，布
おむつを使い続けているということであった。ぐ
ずる時間が短いためその分おむつの洗濯に充てる
時間が確保できることを主張している。
日本衛生材料工業連合会が２００３年に行ったアン
ケート調査１５）によると，乳幼児用紙おむつを使い
始めたきっかけは，「出産前から決めていた」が
３５．７％，「出産時に病院で使っていた」が２６．８％，
「雑誌，CMを見て」「親・友人・夫に薦められ
て」「産休後，仕事を再開したから」が共に３．６％
となっている。その他の意見として「紙おむつは
漏れない」「赤ちゃんがアトピーになったので紙
おむつに代えた」「価格が安くなったから」があ
げられた。使用するおむつについて，周りの影響
がいかに大きいかが示されている。
以上のように，乳幼児のおむつに関しては，親
の意識，環境など様々な問題をかかえており，今
後のさらなる研究の必要性が示唆された。
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